
⒉地⽅を伸ばし、暮らしを守る

○地域の実情に応じた介護サービス提供体制
の⾒直し

○医療・介護分野におけるタスク・シフト／
シェアの促進

○地域におけるオンライン診療の更なる普及・
円滑化

○年次有給休暇制度等の⾒直し

○⾃動⾞関係⼿続等の効率化と利便性向上

○全国における移動の⾜不⾜の解消（ライド
シェア等）

⒈強い経済の実現
○ＡＩの社会実装の促進

（配付資料１⾴）規制・制度改⾰の今後の検討課題

○労働時間法制に係る
政策対応の在り⽅

○農地の⼤区画化、
スマート農業の促進

●⼈⼝減少・少⼦⾼齢化等の課題を克服し、⽇本経済の成⻑と地⽅の活性化につなげるため、国⺠⽣活に
密着し社会・経済的に重要性が⾼い分野について、時代や環境の変化、テクノロジーの進化に合わせて、
規制の緩和・強化・明確化といった適正化も含め、必要となる利⽤者⽬線の規制・制度改⾰を徹底する。

●具体的には、｢強い経済の実現｣と｢地⽅を伸ばし、暮らしを守る｣を⼆本柱として取り組む。特に前者に
ついては、⺠間投資と技術⾰新が促進され将来にわたって挑戦できる環境が整備されることを⽬指し、
来年夏の策定が予定されている成⻑戦略にも反映されるよう、⽇本成⻑戦略本部と連携して取り組む。

○医療等データの利活⽤の促進等
○スタートアップへの投資促進・成⻑促進
○企業の持続的な成⻑に向けた企業法制の⾒直し

○新技術（ドローン等）の社会実装の促進
○ＧＸ等への投資の促進

○地⽅が持つ伸び代の活⽤ ○暮らしの安全の確保 ○外国⼈との秩序ある
共⽣社会の推進
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（配付資料１⾴）検討事項の例（⒈強い経済の実現①）
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○ＡＩの社会実装の促進
・医師による画像読影等におけるＡＩ活⽤の促進
・弁護⼠法におけるＡＩ活⽤の更なる明確化等
・ＡＩ等を活⽤した採⽤代⾏の職業安定法上の
許可要否及び許可要件の明確化

・研究開発法⼈のイノベーション⼒向上のため
のＡＩ等の活⽤促進

○労働時間法制に係る政策対応の在り⽅
・⽣産性の⾼い柔軟な働き⽅の推進

○農地の⼤区画化、スマート農業の促進
・地域計画、農地の⼤区画化、農地集約及び
担い⼿の現状等を踏まえた農地利⽤最適化
のための制度⾯・運⽤⾯の⾒直し

・植物⼯場の促進に向けた規制等の在り⽅

地域計画の⽬標地図における将来の農地集約の状況
〜農地の集約は不⼗分な実態〜

⽇本における植物⼯場の状況
〜参⼊・拡⼤に向けた環境整備が課題〜

がん検診における画像診断ＡＩの活⽤イメージ例
〜ＡＩの活⽤により、効率的で質の⾼い医療
の提供と医師の業務負担の軽減が課題〜
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（備考）中図：農林⽔産省｢地域計画のブラッシュアップに向けて｣（2025年10⽉）により作成。右図：農林⽔産省「施設園芸をめぐる情勢」（2025年10⽉）により作成。
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温室の設置⾯積(令和４年)⽬標地図（18,894）の分類の内訳



・多施設との
共同研究

・⾃施設での
研究

（配付資料１⾴）検討事項の例（⒈強い経済の実現②）
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○医療等データの利活⽤の促進等
・医療等データの利活⽤の促進（がん登録の更な
る利活⽤に向けた整備、本⼈同意不要の医療等
データの範囲･利⽤主体･利⽤⽬的の在り⽅）＊

・被験者保護及び研究⼒強化等のための倫理
審査の適正化＊

○スタートアップへの投資促進・成⻑促進
・⾮上場株式の発⾏・流通の活性化＊
・独占禁⽌法に基づく議決権保有制限の⾒直し
○企業の持続的な成⻑に向けた企業法制の⾒直し
・会社法の⾒直し（株式対価Ｍ＆Ａ、実質株主
確認制度等）＊

○新技術（ドローン等）の社会実装の促進
・垂直離着陸型ドローンの操縦ライセンス
の要件緩和等＊

・5.8GHz帯における特定実験試験局の利⽤拡⼤＊
・電波利⽤規制（技術基準適合証明等）の⾒直し

○ＧＸ等への投資の促進
・次世代型太陽電池の普及促進
・太陽光発電設備の使⽤前⾃⼰確認の⾒直し
・家電製品の再⽣材活⽤・リサイクルの促進

＊：これまでに閣議決定された規制改⾰実施計画のフォローアップ関連

⽣存確認情報
の還元国／都道府県

全国がん登録
ＤＢ

病院Ａ 病院Ｂ･Ｃ･･･

院内がん登録
ＤＢ

（病院Ａ）

院内がん登録
ＤＢ

（病院Ｂ･Ｃ…）

第三者提供

市町村死亡情報
の提供

患者のがん
情報の届出

がん登録推進第20条の規定による⽣存確認情報の第三者提供の流れ
〜研究･創薬へのデータ活⽤により、質の⾼い医療を実現することが重要〜

（備考）左図：第30回厚⽣科学審議会がん登録部会（令和６年11⽉25⽇）資料２により作成。右図：スタートアップ･イノベーション促進ワーキング･グループ（令和７年11⽉６⽇）⽇本産業⽤無⼈航空機⼯業会資料より引⽤。

垂直離着陸型ドローンの⾶⾏イメージ
〜垂直離着陸型ドローンは測量･点検･輸送など様々な分野での活⽤
が期待されているが、操縦ライセンス制度は現状の運⾏実態と乖離〜

第三者提供に当たり、
⽣存確認情報を加⼯する必要が
あり、研究への利活⽤が困難。



（配付資料１⾴）検討事項の例（⒉地⽅を伸ばし、暮らしを守る①）
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○地⽅が持つ伸び代の活⽤
・膨⼤な所有者不明⼟地等の有効活⽤（⻑期
相続登記等未了⼟地解消事業（所有者探索を
法務局が無償で⾏う仕組み）の対象拡⼤等）＊

・未利⽤漁場の活⽤促進等を通じた漁場移転等
の促進＊

・歩⾏者利便増進道路（ほこみち）制度の改善
を通じた魅⼒ある都市空間の形成

・法⼈登記の代表者住所⾮表⽰措置の対象拡⼤
及び運⽤改善

○暮らしの安全の確保
・遠隔監視が担保された場合における「罠」の
⾒回りの要件緩和（⿃獣対策）

・⾃転⾞防犯登録のローカルルール⾒直し及び
デジタル化

・緊急通⾏⾞両の申請のオンライン化
・災害時における貨物⾃動⾞運送事業の運転者
選任要件の明確化

○外国⼈との秩序ある共⽣社会の推進
・在留管理制度の運⽤の適正化
・育成就労制度を⾒据えた技能実習制度の試験
内容の⾒直し

＊：これまでに閣議決定された規制改⾰実施計画のフォローアップ関連
⾃転⾞防犯登録票

〜⼿書きによる登録⼿続のデジタル化が課題〜
⿃獣捕獲⽤の罠

〜罠の⾒回り負担の抑制が課題〜
くくり罠

箱罠 囲い罠

（備考）左図：国⼟交通省より引⽤。中図：四国森林管理局｢シカ捕獲マニュアル｣、農林⽔産省｢野⽣⿃獣被害防⽌マニュアル｣及び環境省｢令和６年度の屋久島⻄部地域における計画捕獲の実施計画書｣により作成。
右図：東京都⾃転⾞商防犯協⼒会より引⽤。

ほこみちの活⽤（奈良県奈良市の例）
〜制度の柔軟な運⽤や基準の明確化が課題〜



（配付資料１⾴）検討事項の例（⒉地⽅を伸ばし、暮らしを守る②）
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○地域の実情に応じた介護サービス提供体制の
⾒直し

・基準該当居宅サービス・離島等相当サービス
の導⼊促進やサービスの枠組み拡張を踏まえ
た⼈員配置基準の緩和等＊

・特定施設等における⼈員配置基準の特例的
柔軟化などの推進＊

○医療・介護分野におけるタスク・シフト／
シェアの促進＊

○地域におけるオンライン診療の更なる普及・
円滑化＊

○年次有給休暇制度等の⾒直し
・シフト制における適正な年次有給休暇の取得等
・オンラインによる労働条件の明⽰⽅法の⾒直し
○⾃動⾞関係⼿続等の効率化と利便性向上
・⾃動⾞保有関係⼿続のワンストップサービス
の利便性向上＊

・指定⾃動⾞教習所のデジタル化
・限定訪問特定整備制度における⾃動⾞の法定
点検の実施

○全国における移動の⾜不⾜の解消（ライド
シェア等）＊

＊：これまでに閣議決定された規制改⾰実施計画のフォローアップ関連
⾃動⾞保有関係⼿続のワンストップサービスの概要

〜利⽤者⽬線で利便性の良いシステムにしていくことが必要〜

（備考）左図：健康・医療・介護ワーキング・グループ（令和６年12⽉４⽇）⿃⽻市提出資料より引⽤、右図：公共ワーキング・グループ（令和６年12⽉５⽇）国⼟交通省提出資料より引⽤。

看護師が乗る移動⾞両内でのオンライン診療
〜地域における患者本位の診療の実現が重要〜

オンライン診療を⾏う
移動⾞両

移動⾞両の中で
看護師が⽴ち合いながら
⾏われるオンライン診療


